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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

裏山作業用の軍手、築山用の土、築山滑り台の丸太、看板用の端材・丸太、看板塗装用絵の具・

絵筆、ノコギリ、金づち、釘

全5回

第1回：裏山竹林整備　第2回：築山土台づくり

第3回：裏山竹林整備　第4回：築山丸太配置、看板作り

第5回：振り返り

町田市小野路町１４１６

社会福祉法人香楓会

自然

当園は自然豊かな環境にあり、日常的に自然に触れる保育をしている。

裏山竹林にも日常的にお散歩しているが、子ども達目線で竹林を整備し、自然環境と自分たちの

遊びの幅が融合するようにする。

また自然そのままで遊んでいる場所に自分たちでアイディアを出し合いながら築山を整備をす

る。

66-0353

小野路保育園



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

子ども達が普段関わらない環境整備作業という体験が子ども達の好奇心を大いに刺激し、普段見

られない姿が見られた。普段遊んでいる自然に手をかけることが子ども達の興味を引き「探求」

に繋げられることを感じた。

裏山竹林をどのように整備すればよいか下見をして大人が伐採した竹の片付けを行い、遊びやす

くなっていく場を実感した。

築山づくりはグループに別れ、どのような形にするか意見を出し合い、多数決で形を決めて大人

と関わりながら築山を作っていった。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

普段体を動かさない遊びを好む子が、積極的に竹林整備に関わっている姿が見られた。また保育

者が誘導するよりも先に積極的にやりたがる姿の子も見られた。

多数決のときも子ども同士で意見を出し合いしっかりと決める姿が見られた。

活動の写真　別添紹介ページをご覧ください。


